
金沢工業高等専門学校 基準４ 

基準４．学生の受入 

（１）観点ごとの分析 

観点４－１－① 教育の目的に沿って、求める学生像や入学者選抜（例えば、準学士課程入学者選抜、

編入学生選抜、留学生選抜、専攻科入学者選抜等が考えられる）の基本方針などが

記載されたアドミッション・ポリシーが明確に定められ、学校の教職員に周知され

ているか。また、将来の学生を含め社会に公表されているか。 

（観点にかかる状況） 

・入学者を選ぶ時代から入学者に選ばれる時代になったとの認識から、本校においては、「教育の実践

目標」を明確に定め、こうした教育を求める学生を選抜したいと考えています。そのため、入学案

内や学校見学会・体験入学における「サイエンス講座」や「モノづくり教室」、あるいは年３回入学

案内等作成資料を持参し、中学校(約100校程度)に訪問して学校説明を通じ教育内容や目標を理解い

ただくことに努めています。また、こうした活動は本校の全構成員が参加しての活動であり、「本校

の教育に共感し、自己実現の意欲を継続できる人材」を求める姿勢を明確にしています。 

・本校のアドミッション・ポリシーは、「入学試験の面接に係る申合せ」に定められ、教職員に周知さ

れています。 

（分析結果とその根拠理由） 

・本校の教育目標が入学案内や中学校での説明会によって周知されています。また、学校見学会・体

験入学の参加者の中から多数の生徒が入学する実績から、本校のアドミッション・ポリシーが理解

され、本校への入学に繋がっていると認識しています。（資料４－１－①－１「刊行物の配布数」）

（資料４－１－①－２「学校見学会・体験入学参加者数」）（資料４－１－①－３「学校説明会参加

者数」） 

・中学校に訪問しての学校説明や学校見学会、体験入学の実施には、本校の教職員全員が参加し、説

明や案内に従事することから、本校の教職員は、本校のアドミッション・ポリシーを理解できてい

ると考えます。 

・本校のアドミッション・ポリシーは「入学試験の面接に係る申合せ」（資料４－１－①－４：訪問調

査時閲覧資料）に明確に定められています。 

 

 

 

（資料４－１－①－１） 

「刊行物の配布数」 

 

 

 

 

 

 

＜平成16年度＞

体験入学時 資料請求 中学訪問・学校説明会等

石川県 97 7 12,100 12,100 300 50 4,500 4,850

富山県 14 72 1,750 1,750 0 5 300 305

計 111 79 13,850 13,850 300 55 4,800 5,155

体験入学
案内

刊　行　物

ハンズオン（入学案内）
計

都道府県 訪問校 未訪問校 ハンズオン
（リーフレット）
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（資料４－１－①－２） 

「学校見学会・体験入学参加者数」 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料４－１－①－３） 

「学校説明会参加者数」 

 
 

 

平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度

第１回 192 131 193 235 291 153

第２回 159 90 164 129 166 133

第３回 － 66 － － － －

351 287 357 364 457 286

（65） （22） （63） （58） （72） （46）

参加者数

計

（内：入学者数）

平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度

82 70 124 156 150 106
学校説明会

参加者数（教員）

 

観点４－２－① アドミッション・ポリシーに沿って適切な学生の受入方法が採用されており、実際

の入学者選抜が適切に実施されているか。 

（観点にかかる状況） 

・本校の入学者選抜は、推薦入学試験と一般入学試験によって行われています。推薦入学試験は、中

学校長の推薦に基づいて基礎学力試験と面接によって選抜しています。（資料４－２－①－１「入学

試験問題2004」）本校が５年間にわたる専門分野の教育機関であることから、途中での進路の変更は

非常に困難です。中学校側で本人や保護者との話し合いが行われることが望ましく、結果として推

薦による入学者を優先してきました。多年にわたる「本校の教育に共感し、自己実現の意欲を継続

できる人材」を求める本校の選抜のあり方が中学校側に浸透した結果として学力での志願者は少数

に留まっています。また、一般入学試験においても面接を実施し、本校への進学意欲の確認を行っ

ています。 

・校長を長とする入試本部が入試運営委員会を設け、入学試験に関する業務全般を統括し組織的に実

施しています。 

（分析結果とその根拠理由） 

・推薦入学試験および一般入学試験での「面接」は、本校の「入学試験の面接に係る申合せ」に基づ

いて実施することで適切に行われていると考えています。また、試験の実施前には、試験を担当す

る教職員が全員集まり、試験実施に関する注意事項等を周知徹底しています。 
・「金沢工業高等専門学校入学試験制度の取扱いについて」（資料４－２－①－２）に基づく入学者選

抜にかかる運営組織と手順によって適切に実施されています。 
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（資料４－２－①－１） 

「入学試験問題 2004」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 「入学試験問題 2004(過去３か年)」P.1） 
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（出典 「入学試験問題 2004(過去３か年)」P.2） 
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（出典 「入学試験問題 2004(過去３か年)」P.3） 

 

 

 

 64



金沢工業高等専門学校 基準４ 

 65

（資料４－２－①－２） 

「金沢工業高等専門学校入学試験制度の取扱いについて」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 「金沢工業高等専門学校関係規則集」P.95） 

金沢工業高等専門学校入学試験制度の取扱いについて 

                      

１ この取扱いは、金沢工業高等専門学校学則（以下「学則」という。）第 16 条の規定に基づき

入学試験及び合格者選考に必要な事項について定める。 

 

２ 入学試験に係る業務は、次の手順をもって実施される。 

 

願書受付 → 願書登録 → 出願書類整理 → 内申書の評定 → 実施要領徹底 → 試験実施  

 

→ 面接実施 → 合否判定資料作成 → 合格者選考実施 → 合格者決定 → 合格者発表  

 

３ 入学試験は、別表１の金沢工業高等専門学校入学試験運営組織をもって実施される。 

 (1) 入試本部は、校長が長となり入学試験に関する業務全般を統括する。 

 (2) 校長は、入学試験を適正に実施するため、入試本部に教務主事を責任者とする入試運営委員

会を設置する。 

 (3) 入試運営委員会は、入学試験を円滑に運営するため次の業務を行う。 

イ 願書の受付け、整理 

ロ 入試問題の作成及び確認 

ハ 入試実施のための会場設営及び運営資料の作成 

ニ 筆記及び面接試験の実施 

ホ 試験の採点及び確認 

へ 合否判定資料の作成及び確認 

ト 合格者の選考 

 (4) 入試運営委員会は、合格者の選考結果をとりまとめ、校長に提出する。 

４ 校長は、入試運営委員会より提出された選考結果について、学務会議に諮ったうえで合格者

を決定し、発表する。 

５ 推薦入学試験の不合格者が、引き続き一般入学試験の受験を希望するときは、一般入学試験

の出願手続を行うことなく受験できることとする。この場合、当該受験者の受験料は免除する。

 

 

附 則 

 この取扱いは、昭和 63 年４月１日から施行する。 
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（出典 「金沢工業高等専門学校関係規則集」P.96） 

別表１ 

 

金沢工業高等専門学校入学試験運営組織図 
                                                                                      

              

      入試本部  

     
 

校  長 
    

     
 入試運営委員会  合 格 者 選 考  
 教務主事  教 務 主 事  

入 試 選 考 委 員

   
  
  入試問題出題業務   
  各教科出題責任者  

入試問題出題委員
 

  
  願書受付・整理業務   
  事 務 局 長  

事  務  局
 

  
  入試関連一般業務    
  教 務 副 主 事  

教  務  係
 

  
  入試ﾃﾞｰﾀ集計・入力業務  集 計 委 員  
  教 務 副 主 事  入 力 委 員   
  
   
  

入 試 監 督 委 員
  

    
    
  

面 接 委 員
 

  
  入 試 採 点 業 務   
 各教科出題責任者  

入 試 採 点 委 員
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観点４－２－② アドミッション・ポリシーに沿った学生の受入が実際に行われているかどうかを検

証しており、その結果を入学者選抜の改善に役立てているか。 

（観点にかかる状況） 

・本校の教育等に共感し、自己実現の意欲をもって入学した学生にとって、本校の教育が満足できる

ものとなっているかが最も重要な視点であると考えています。昨年実施したアンケートの結果にお

いて、新入生の約80％、在学生においては約50％が「満足」を示しており、改善が必要であると認

識しています。（資料４－２－②－１「新入生アンケート調査結果」）、（資料４－２－②－２「ＫＴ

Ｃ総合アンケート調査結果」） 

・しかし、在学生の満足度の減少は、入学試験制度上の問題に関与しているとは考えていません。そ

の理由は、新入生を対象としたアンケート調査では、入学前と入学後の短期間による本校のイメー

ジについての確認となり、本校の雰囲気や共感性は高くて当然とも言えます。在校生は、授業内容

のレベルが上がることや、学生生活上でのあらゆる問題に直面する中において、残念にも満足度の

評価が減少しているものと認識しています。 
・退学者の中で、不本意入学による進路変更はごく少数に留まっており、その理由の大半は、家庭の

事情や、成績不良によるものです。また、成績不良者に対しては、担任と各教科担当者が連携をと

り、個別指導を行うことでその改善に努めています。 

（分析結果とその根拠理由） 

・ＫＴＣ総合アンケート調査の結果、在学生の満足度は50％です。不満足な理由を検証すれば、勉強

がきつい、勉強がわからないがその理由の大半を占めています。 

・学生に目標を持たせ、意欲を触発する教育実践に一層の努力を払い、教育改善を進めてまいります。

その第一歩として、学生満足度が高学年において低下する原因が、入学時に描いていた学生自身の

目標あるいは夢が高学年まで持続できていないことにあると考え、平成17年度からキャリアデザイ

ン教育の導入を図りました。また、学生の意欲を触発する取り組みの一つとして、１日一感動運動

を平成17年度から実施することとしました。 

・最も多感な時期にある学生に対して、退学者の問題は、本校において重要な事項であると考えてい

ます。常に退学理由の検証を行うことで改善を図っており、今後も継続して努力していく所存です。 

・入試の検証については、学生満足度を基本としたいと考えていますが、学力の追跡調査等の導入も

今後の検討すべき課題と考えています。 
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（資料４－２－②－１） 

「新入生アンケート結果」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 「平成16年度 KTC新入生アンケート調査結果」P.17） 

 

（資料４－２－②－２） 

「ＫＴＣ総合アンケート調査結果」 

■金沢高専の評価

14 .2%

7 .9%

13 .7 %

8 .8 %

36 .6 %

35 .8%

28 .3%

24 .3%

25 .6%

19 .7%

20 .6%

24 .3 %

16 .0%

20 .9%

25 .0%

28 .0 %

7 .6%

12 .5%

14 .7%

15 .7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学生生活は充実している

金沢高専で学ぶことで自分の目標に近づいている

金沢高専が好きである

金沢高専の学生であることに誇りを持っている

＜2-1＞  金沢高専の満足度

まず、学生生活の全体的な満足度を見るために「金沢高専に対する評価」を見たところ、残念ながら肯定的な意見よりも否定的な意見が
多く見られる結果となった。

「学生生活の充実」は最も満足度に近い指標であり、他の分析でも使っているが、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合わせると
50.8％と約半数が学生生活が充実していると感じていることが分かった。

しかし、残りの3指標である「自分の目標に近づいている」「金沢高専が好きである」「誇りを持っている」の3点に関しては肯定的な意見は
半数に満たなかった。「不明・無回答」を除くと肯定的な意見が半数に達するものもあるが、結果としては危機感を持つべき内容だと言える
。

加重平均を見ると明らかであるが、「学生生活の充実」はわずかにプラスとなっているものの、その他の項目はマイナスとなっていた。詳細
は後述するが、昨年度の結果よりも全体的に良い方向に向かってきているものの、半数以上が否定的な意見を持っているという点はしっ
かりと受け止めるべきだと言える。

全体傾向

■金沢高専の評価 （加重平均 ）

 

 

 

 

 

 

 

 

-3 .00  

-2 .00  

-1 .00  

0 .00

1 .00

加
重
平
均
値

加重平均 0.39 -0.59 -0.85 -2.25 

学生生活は充実して

いる

金沢高専で学ぶことで

自分の目標に近づい

ている

金沢高専が好きであ

る

金沢高専の学生であ

る ことに誇りを 持って

いる

※平成15年度は在学生と卒業生を合わせて全体としたため、平成15年度の報告書と単純比較はできない。

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 不明・無回答

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 「平成16年度 KTC総合アンケート調査結果」P.11） 

金沢高専の雰囲気などに関して聞いたものを、「そう思う」と「ややそう思う」の合計値でソートしたものが下記のグラフとなる。

まず、全体では「あまりそう思わない」「そう思わない」は合計しても4割未満であり、雰囲気や高専の評価はマイナスではないことが分かる。

雰囲気では「個性を伸ばせる雰囲気がある」「自由な雰囲気がある」といった点であり、両者ともに9割程度の学生がそう感じていた。また、
「勉強に打ち込めそうな雰囲気」に関しては「ややそう思う」が多かったものの84.0％がそう感じていた。

雰囲気以外では、「金沢高専が好き」という意見が87.0％であり、「目的を持って過ごせそうな気がする」は84.1％であった。

逆に評価が低めだったのは「金沢高専の学生になったことを自慢できる」「校風が自分にあっている」「金沢高専を後輩にも勧めたい」とい
った「学校に対する共感」といった部分である。しかし、この「学校に対する共感」の部分に関しても6割以上は「そう思う」「ややそう思う」と
感じており、決して評価が低いわけではなかった。ただし、「学校に対する共感」を上げていくことが、学校に愛着を持つ学生を育て、学校
全体を良くすることにつながるものであり、今後注目していくべき点だと思われる。

■金沢高専の項目別評価

55.8%

62.3%

39 .9%

18 .8%

34 .8%

41.3%

19 .6%

23.2%

25.4%

20.3%

33 .3%

26.8%

47.1%

65 .2%

49 .3%

33.3%

54 .3%

47 .1%

43.5%

47 .1%

7.2%

8.7%

10.9%

13 .0%

13 .8%

21.0%

22.5%

21.7%

24.6%

21.7%

2.9%

2.2%

2.2%

2.9%

2.2%

4.3%

2.9%

8.0%

5.8%

10.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

個性を伸ばせる雰囲気がある

自由な雰囲気がある

あなたは金沢高専が好きですか？

勉強に打ち込めそうな雰囲気がある

目標を持って過ごせそうな気がしている

明るい雰囲気がある

まじめに勉強できる雰囲気がある

金沢高専を後輩にも勧めたいと思う

校風が自分にあっている

金沢高専の学生になったことを自慢できる

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答
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観点４－３－① 実入学者が、入学定員を大幅に超える、または大幅に下回る状況になっていないか。

また、その場合には、これを改善するための取組が行われるなど、入学定員と実入

学者数との関係の適正化が図られているか。 

（観点にかかる状況） 

・新設された国際コミュニケーション情報工学科が３年続けて定員割れの状況にあります。（資料４－

３－①－１「入学試験の状況」）、（資料４－３－①－２「編入学試験の状況」） 
その原因は当該学科の内容及び目標が十分中学校側に伝わっていない点にあると考え、別刷のパン

フレット「SPEAK UP」を作成し、中学校を中心に周知する努力を行っています。今後も努力を継続

し、中学校側の理解を促していきたいと考えています。 

・平成16年度から、ネイティブスピーカーの英語教員を中心に、小中学校への「出前授業」を行い、

本校の英語教育と国際コミュニケーション情報工学科をアピールする機会を増やしています。 

（分析結果とその根拠理由） 

・結果的に定員割れであることは努力不足であるとの評価になります。本校における学生募集が、中

学校での説明会や学校見学会・体験入学等、人的活動を中心とすることから、広報的な展開による

幅広さに欠けるものとなっています。特に、平成15年４月に設置された国際コミュニケーション情

報工学科においては、蓄積された知名度がないことから、十分な志願者が得られず苦慮していると

ころです。今後は、根気強く募集活動を行う中で、新設学科の内容や目標を積極的に広報すること

で志願者の確保を果たし、本校の教育に共感する入学者の確保に努めたいと考えています。 

 

 69



金沢工業高等専門学校 基準４ 

（資料４－３－①－１） 

「入学試験の状況（準学士課程）」 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

入学定員

超過率

電気工学科 90 109 (74) 109 (74) 90 (65) 78 (65) 82.5 (87.8) 0.86

機械工学科 45 62 (41) 62 (41) 49 (38) 39 (38) 79.0 (92.6) 0.86

合　　計 135 171 (115) 171 (115) 139 (103) 117 (103) 81.2 (89.5) 0.86

合格者数 入学者数募集人員 志願者数 受験者数

平成13年度入試              ( )数は推薦選考

備　考項目・年度 合格率

入学定員

超過率

電気工学科 90 131 (71) 131 (71) 112 (65) 87 (64) 85.4 (91.5) 0.96

機械工学科 45 79 (51) 79 (51) 56 (37) 48 (37) 70.8 (72.5) 1.06

合　　計 135 210 (122) 210 (122) 168 (102) 135 (101) 80.0 (83.6) 1.00

合格率合格者数志願者数 受験者数 備　考入学者数項目・年度 募集人員

 ( )数は推薦選考平成14年度入試           

入学定員

超過率

電気情報工学科 45 71 (34) 71 (34) 68 (32) 50 (32) 95.7 (94.1) 1.11

機械工学科 45 76 (37) 76 (37) 64 (35) 53 (35) 84.2 (94.5) 1.17

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
情報工学科

合　　計 135 201 (105) 201 (105) 182 (98) 140 (98) 90.5 (93.3) 1.03

92.550 37

合格者数項目・年度 募集人員 志願者数 受験者数 備　考入学者数 合格率

45 (34) (34) (31)54 54

  ( )数は推薦選考平成16年度入試           

(31) (91.1) 0.82
第二志望以
下の学科の
入学者６名

入学定員

超過率

電気情報工学科 45 78 (40) 78 (40) 71 (38) 53 (38) 91.0 (95.0) 1.17
第二志望以
下の学科
合格10名

機械工学科 45 88 (51) 88 (51) 65 (47) 55 (47) 73.8 (92.1) 1.22

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
情報工学科

合　　計 135 213 (114) 213 (114) 179 (108) 142 (108) 84.0 (94.7) 1.05

  ( )数は推薦選考平成15年度入試           

(100) 0.75
第二志望以
下の学科
合格10名

45 (23) (23) (23)47 47

項目・年度 募集人員 志願者数 受験者数 備　考入学者数 合格率合格者数

(23)43 34 92.4

入学定員

超過率

電気情報工学科 45 65 (31) 65 (31) 61 (29) 46 (29) 93.8 (93.5) 1.02
第二志望以
下の学科の
入学者２名

機械工学科 45 75 (32) 75 (32) 65 (25) 49 (25) 86.6 (78.1) 1.08

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
情報工学科

合　　計 135 183 (84) 183 (84) 166 (77) 128 (77) 87.3 (91.6) 0.94

  ( )数は推薦選考平成17年度入試           

(109.50) 0.73
第二志望以
下の学科の
入学者３名

93.045 (21) (21) (23)4343 40

備　考合格者数 入学者数 合格率項目・年度 募集人員 志願者数 受験者数

(23)33
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（資料４－３－①－２） 

「編入学試験の状況（準学士課程）」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

(単位：人)

電 気 工 学 科 －

機 械 工 学 科 －

計 －

(単位：人)

電 気 工 学 科 － 0 0 0 0 0

機 械 工 学 科 － 1 1 1 1 100

計 － 1 1 1 1 100

(単位：人)

電 気 工 学 科 － 1 1 1 1 100

機 械 工 学 科 － 0 0 0 0 0

計 － 1 1 1 1 100

(単位：人)

電 気 工 学 科 － 1 1 1 0 100

機 械 工 学 科 － 0 0 0 0 0

計 － 1 1 1 0 100

(単位：人)

電 気 工 学 科 － 2 2 0 0 0

機 械 工 学 科 － 1 1 1 1 100

計 － 3 3 1 1 33.3

備　　考

0 0 0 0
(工業高校出身)

0

受験者数 合格者数

－ 0 0

備　　考

備　　考

備　　考

(工業高校出身)

(工業高校出身)

入学者数 合格率

入学者数 合格率募集人員 志願者数

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
情報工学科

－ 0

合格率

平成16年度入試

合格者数 入学者数

0 0

平成15年度入試

募集人員 志願者数 受験者数

合格率

平成14年度入試

志願者数 受験者数 入学者数合格者数

推
薦
試
験

平成13年度入試

募集人員

推
薦
試
験

推
薦
試
験

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
情報工学科

受験者なし

募集人員 志願者数

推
薦
試
験

受験者数

平成17年度入試

合格者数

募集人員 志願者数 受験者数 入学者数 合格率 備　　考

推
薦
試
験

(工業高校出身)国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
情報工学科

－ 0 0 0 0 0

合格者数
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

・本校の教育内容や教育目標が中学校側に十分浸透しており、新設学科を除く他の２学科は、安定し

た志願状況にあると考えています。 

（改善を要する点） 

・定員割れの状況にある新設学科の知名度を高める必要があります。 

・学生満足度調査の精度を高め、アドミッション・ポリシーに沿った入学者選抜の改善に役立てる必

要があります。 

 

（３）基準４の評価の概要 

アドミッション・ポリシーとして、募集要項に出願資格や選考方法を明記しているほか、「教育の

実践目標」を明確に定め、「本校の教育に共感し、自己実現の意欲を継続できる人材」を求める姿勢

が示されています。これは、「入学試験の面接に係る申合せ」に明記され、教職員に周知されており、

受験生募集のための教職員による中学校訪問説明や、受験を希望する中学生が当校へ体験入学する

際に説明することにより、社会に公表されています。 
入学者選抜試験は一般学力選抜と推薦選抜があり、それぞれ基礎学力試験と面接を実施していま

す。面接における留意事項や質問例等を「入学試験の面接に係る申合せ」で詳細に定め、本人の志

望動機等を確認するなど、アドミッション・ポリシーに沿って適切な方法で実施されるように工夫

されています。アドミッション・ポリシーに沿った学生受入が実際に行われているかどうかの検証

については、アンケート調査の精度の向上や学力の追跡調査等の努力を重ねる必要があります。 
機械工学科及び電気情報工学科の２学科については、入学定員の管理が適正に行われていますが、

平成 15 年度に新設された国際コミュニケーション情報工学科で、３年間入学定員を充足していない

状況にあります。このことから、広報誌「SPEAK UP」の作成・配布や、小中学校への出前授業の実

施などの対策を行っていますが、活動の効果が顕著に現れるまでには至っていません。 
 
以上のとおり、アドミッション・ポリシーの策定状況、入学者選抜の状況、及び実入学者数と入

学定員との比較状況を総合的に判断すれば、今後さらなる努力が必要であると考えています。 
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